









プ レイ ベ ン ト発 表要 旨2004.11.19 『デザイン理論』46/2005
ジ ョー ジ ・シー ガ ル の人 体 像 を め ぐって
原田紀子/大阪芸術大学大学院後期課程
ジョー ジ 。シー ガル(GeorgeSegal,1924
-2000)は,生 きた人間 の身体 か ら直接 に型
を取 った石膏像 と,既 製の工 業製 品や生活設
備 とを組 み合わせて,20世紀 のアメ リカ的 な
日常 の光景 を表現 した彫刻家 として今 日よ く
知 られて いる。
シーガル は1961年に,人 体 か ら直接 に型を
取 った人体像 と既製の工 業製 品を組み合わせ
る方法で本格的 に彫刻作 品の制作 にと りかか
る。その翌年,ア メ リカにポ ップ ・アー トの
一大旋風を巻き起 こすきっかけとなったグルー
プ展 「ニ ュー ・リア リスツ(NewRealists)」
に,ア ンデ ィ ・ウ ォー ホル(AndyWarhol,
1928-1987)やロイ ・リキ テ ンシ ュタイ ン
(RoyLichtenstein,1923-1997)らとと もに
参加 した。 そのため,シ ーガルの彫刻作 品は
ポ ップ ・アー トとの関連か らしば しば論 じら
れている。確 かに,シ ーガルの初期 の彫刻作
品にはポ ップ ・アー トに通 じるモチー フも見
られ,そ うした一面 では関連性がある といえ
るだろ う。 しか し,最 近の シーガル論 におい
ては,近 代 の彫刻家や,古 くは17世紀 の画家
たちの作品 とも比較 され,そ れ らとの類似点
が指摘 され ている。 シーガルは,し ば しば過
去 の芸術作品か ら関心のあ る主題 を取 り出 し,
自 らの手法でその主題に取 り組み,新 しい今
日的な問題 を提起 した。 シーガル の芸術活動
は,過 去 の芸術作品 に対 する真摯 な研究が根
底 にあ ったのであ る。 したが って,シ ーガル
を一概 に前 衛的な作 家 として扱 うことは一面
的な見方 であろ う。
本発表 では,シ ーガルの彫刻作品の制作プ
















































すます 「物」に惑わされ,突 き放 されるので
あるQ
以上のように,シーガルの彫刻作品におい
ては,負 の精神的作用をもたらす人体像に対
して,「物」は明確な造形的意図をもって積
極的にその存在を主張してくる。つまり,シー
ガルの彫刻作品は,全体を見渡すと,人体像
と 「物」とが互いに引き立て合 っていること
が分かるのである。このような,プ ラスの要
素とマイナスの要素による調和が,観者と彫
刻作品との間にこれまでにない新 しい関係を
生み出しているのだ。
シーガルの彫刻作品にはもとより台座はな
く,人体像はわれわれの目線 と同じ高さに置
かれている。シーガルの彫刻作品は,一方的
に芸術作品としての威光を放つのではなく,
む しろわれわれと向き合うことを目的として
いるのではなかろうか。人体像 と 「物」から
はあらゆる問いが発せられ,わ れわれ観者は,
その問いに対する答えを考えていかなくては
ならない。われわれは今まで,理想化された
人体彫刻に例えば人間存在とは何かと問いか
け,そ の答えを委ねる立場であった。 しかし,
シーガルの彫刻作品は逆に,芸術 とは何か,
日常生活とは何か,人 間のありどころはどこ
なのか等々の問いを発 して くる。おそらく,
たいていの者はシーガルの彫刻作品から発せ
られる問いかけにうまく答えることができず,
不安になったり,思案 したりするだろう。こ
のような作品と観者 との相関関係こそが,シー
ガルの彫刻作品においては重要なのである。
神々や歴史的英雄に見下ろされるのではなく,
なじみの場面に置かれた自分とよく似た姿の
人体像に,自分自身のあり方について問われ
ることは衝撃的であり,われわれはその答え
を思案せざるを得ないのだ。
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